





























































A Study on Introducing Phonics to English Language Education in Primary School




The purpose of this paper is to consider how we can instruct pupils the relation between English sounds
 
and letters. The difficulties in relating English sounds and letters for English learners of Japanese, the
 
effectiveness of teaching phonics,and the situation of phonics instruction in junior high schools are reviewed.
The author concludes that teaching phonics,especially synthetic phonics in primary education is important
 
























































































































































































で使用する『NEW HORIZON English Course２』
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『Mr.Bug’s Phonics BookⅠ,Ⅱ』(1999,Oxford University
 
Press)、『Phonics Fun』(2002,Pearson Education Asia)、
『The Phonics Handbook』(1992,Jolly Learning Ltd.)、
『Let’s Study Phonics』(2007,松香フォニックス研究所)で
ある。
３ 頻度３以上に分類される名詞を選んだ理由は、「小学校で指
導される単語のほとんどが名詞であるから」と、「６種類の
教科書の半数で使用されており、中学校段階として学習に
値する単語と考えられるから」と述べられている(渋谷,
2011,p.119)。「頻度３」とは６種類の教科書のうち３種類
の教科書で使用されているということである。
４ 奥村(2014,p.127)は、「ライムは単語の母音と語尾子音を
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合わせた言語単位であり、例えばspeakのeakが相当する。」
と述べ、さらに、「またライムは、母音の発音の手がかりに
なることが多いため、これを用いた指導を行うことで英単
語の読み書き学習をさらに発展できると思われた。」と主張
する。
５ 「母音字＋子音字１つ＋e」で終わる語の中の母音字は名前
読みをするという規則。例えば、tapは/tæp/であるが、tape
は/teıp/であり、語中のaは、/æ/ではなく/eı/と発音され
る。
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